神樹種実の発芽促進に就て by 笠原, 安夫 & 秋田, 史郎
‘ 
制樹種実の莞穿促準に就て
笠原安夫
1.緒雷 恵利置の飼料の紳樹〈一名ZA • 
ヲルめ Ailanthusglan匂losaDe.f・色三笠.
-ima. Sw.ln~le.〉は支那原産で明治初年渡来した
さ云はれてゐる。恵利貰飼育法的によれば、紳
樹lま駄結賞して週常翌年の3月上中旬』こ矯種す
れば4月上旬に費芽する。その費芽促準法さじ
τは 80・F位の微温湯iこ2.3華E夜浸潰して固損
に蒔りば20日位で費芽し;接芽ヨドも非常に良いさ
云ふこさである。
昭和1f年12月に倉紡轟林務より宮研究所長に
桝樹積質的費芽鑑定冶依頼せられずこめで、著者
等は2'1/'費芽猷験~肱行しすこQ. 鹿が著者帯はこ
の程貰は董夜壷i畠する襲芽君枠内では2む日間位で
大紐その5変革Fが完了Eするが、一般に使用する恒
温費芽器では鷲芽が遅延するこさぞ認めた。又
強め低温或は水浸等め旗持島理、叉は果麹除去
等の昌還が鷲芽促準さなるこさや知ったので、
越にその鼠験結果ぞ簡草に報告する。
秋田史郎
〈イJ1日中の壷夜高低の変温と発芽
ログクアルド費芽装置に似た加温盤置のガラ
ス費芽器を用ひた。南に面しすこ窓ガラスの下.
の光線に良〈宮る明室にこの費芽器や股り
すこ。大恒20CCの温度に調節せんざしたが、
12月一1月の李首iに晴天には南面によく，日光
が照射するため藍島ち正午前より午後5時
頃までは2f，・cにも建する時があり、夜lま反
守
重すに1E_l(OCに低下するこさもあづた。但
し置床後5日目tこはι・と迄低下したこさもあ
る。斯様に一日の中に重夜笹温下に置いたft
芽結果は第1表句通りである。
第1表で・其め聾芽粧過や見るさ、内地産は
7日目iこ聾芽ぞ開始し、 1日自には最も多〈
藤芳:し18日で大糧費芽ぞ完了してゐるが、朝
鮮産は費芽が濯し 17日目tこ最も多〈襲芽し
て、 21日聞の費芽歩合は僅かに35.5"でホf!.
示聾芽粒が見6れる。
次tこ暗黒恒i晶帯を剤ひて貰厳的iこ1日9時
間は 1i・C後の1/時間は3l0Cに移して毎日こ
の交互経i&1.l包置を繰り返しすこ結果は第2表の
通りである。
2.変温置床と契芽 特別に記述しない限
り綿て全試験ぞ通じて穏賓の置床はき欠の醸にし
τ行った。磁撃の費芽皿に農川砂300瓦入れT
棄南7.k~5ícé註ぎ、その水分合量令官血和水量の
約60%ざした蜜芽床上tこ果題ぞ緩み取っすこ種置
や整然さ蛇ぺ、指先iこτ種貰~砂時に少し;控b
r-o 水分の議費~防ぐずこめに鷲芽皿にほ硝子叡
第@表から暗所iこ於て毎日 1日間に17-30
・cの盤混差に遭遇せしめるさ、15日間で鷲芽
や完了する。この鷲芽建は7-6日にして、第
1日中 15-2EC・の費温さ費芽〈明所〉
冶覆ひ、又度々註水しr-o 、
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試
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1 表の明所 15-2~・c の壷夜費flめ揚合に比
較して著し〈早いニさぞ認めた口
(ロ)明暗及一時間吏温と発芽次に2
月下旬更に後遺せられすこる試料に就いτ、暗
黒恒i昌博さ前週の明所費芽穏や用ひτ費芽試
験者~{Tつ1:. 0.今回は南面室のがラスに白いカ
ーテシや張ったので、重夜の高低は僅少であ
った置床後10日迄は 18-25OC匂の範囲であ
ったが、 11日以後は 2(ド 22・cで殆んr恒温
献態ざなっfこ。 -.h・暗所費菜採i副主 2E・eに
調節したが、置床後15日にー時的ではあるが、
恒温騰の調子が悪〈して揖氏36・CIこ遺した3
第3表によるさ暗所の費等器が15日目に一
時的に 36・cに濯した錦、 17日後に念に費芽
第3表明暗ざ費芽の兇較
試 料 |置蜘
れ、その後の或朋聞は250.<:さ云ふ樺iこ相互
期間の費温さ一方格始恒温さに於fjる費芽を
比較せんざして、暗所費芽Z揮で行った試験の
結果は第4表の遁りである。盤強匝は最初の
12日聞は20・C，12-17日聞は250C，'18. 19日
第5表恒温の費芽の比較
試
同1~藍
島根締藍 I0 
靭鮮産 1 0 H 
備考 2000(官惨糾置床後15日進曲。00に入れ以後
15日間3ο。O(後半)1:入れる0 ・
-b9 1z 
は30'C，20-24日聞は20・C，，ふ-30日聞
は3伊Cに遭遇せしめずこ島、 18.19日30・c
遭遇後20・cに移し穴場合念に費芽や婚し
たq 一方・恒温匝は250Cさした。併し置床
後13日目に一時的に 300Clご上昇した震に
15日自には若干費芽が促準せられたので預
定しずこ恒iBではないから費温、恒iB爾者の
比較的厳密なる意義では情通しとか丸一時
的費温が費芽や促準する事は確貰である。
衣iこ3試料や用ひτ5月2日tこ置床しすこ。
そして捜温を2匝作り(A)は綾初の15日間
20・C(B)は同じ期間に 25・cの暗所費芽器
57 
3110|30 61 
o 1 11 ・47 1 6 64 
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18 1僑4.1 1 12 1 71 
備考僑15日目1:1 時的こ3~OCl:ょったので17はに俊芽
Ilを精加した。
~促準しか。一方明所費芽穏では10 日迄は 111
し〈温度の高低があっ?こが、 11日以後は20-
2~OC の恒温であった。而して明所さ暗所さ
では温度に差異があるので明言出来ないが、
光線じよる費芽差異は無い様である。
(ハ〉相互朝間の変温と発芽 弦に3月
1日置床して、或期間は 20・cの費芽践に入
第4表恒i畠さ相E朋聞の盈温さの費芽比較
斜 |同阿阿蹴帥吋叫仲惣刊仲叶←判|卜トドμ川1トMJ寸叶-叫J咋咋十1「g4年干111吋ト円-1
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に入れ後に爾者共16-30日聞は3COCの喪芽
訴に移しすこ白その結果の襲芽歩合は第5表の
表の遁りである。第5表よりして突の2つめ
結果是認める。 (1)置床後15日迄の恒混じ於
ける鷲芽は20CCでは3試料共全〈費芽しな
いが内地産は恒温25・Cで協少し《費芽する。
而して内地産は300Cで最も費穿が早Uが、
朝鮮産では寧ろ 25・_Cが鷲芽の遁i畠の様で
ある。何れの試料もヨたの如〈費芽初期に
200Cに置き後じ30・Cに移す獲温に比較す
Jれば綿て300C恒温で1ま費芽が不良である。
(2)置床後16日より之等を全部3ι。cに移
しすこ揚舎A，B， 2試験直は愛温に遭遇する
事じなるから費芽が念に促這せられ、殊t二、
25-300Cよりも2O-300Cの如〈其の費泊
差がjrcよりも 10'・Cに及ぶ時、鷲芽歩合
が大であるのは控目せられる。
3.果遡の除去と発芽今迄の種子は.
(11D) 
金書事果坦~除去し官種賓についての賓草食鱈果で
あるが一般に褒芽遅延する種子が果種団t~除去
する事に依って費芽ぞ促進せられる場合は従来
hIキ認められてゐる島である。紳樹の種子は太
者い滞膜の敏針形果題を有する口調種に際して
は作業の便宜上これを手T提み、取り去っτ蒔
〈が、もしJ義理を共のま訟で置床すれば鷲芽に-
rんな影響ぞ及臨すか~賓輸したほ第 6表は前
漣の第5表さ同時に果題を其のま、さして全〈
同様の島理をなしたものである。
第6表有呆趨種賓の恒温さ費ig
さの鷲芽の比較
賦'
島根郷産 I0 
朝鮮産I0 
題の有無lま大~t:問題にはならぬ。
きたに第7表に於で果題の無除去さ除去につき
T費芽歩合言費芽蓮奇抜ぺたるに恒温 30・c、
250C及び2日置に 3Q・Cさ25・cに実Eに費温
に遭した施、呆趨鎌除去に於て費芽の開始が遭
いこさぞ見fこ。卸ち、費芽遁は1-1.5日遅れる
如じロこの去に於ては質調の藤芽歩合が若子多
い。
4.低温及高温予措と発芽失に倉紡.早島
試験地より後迭の試料t.e用ひて同年5月2日に
川砂尿に置床しτ、一方は始終恒温 25・Cに置
き、一方・は最初の7日間 5・eの冷蔵器に入れた
β後 25・cに移して、その扇者の襲芽t.e比叡し
すこ結果は第8表の如くである。
第8表 7日間5・C冷蔵さ費芽
l&AIt/11l.1 JI2-~同 lsz
岡山崎|勾 I ~∞ I .~ I 8 I 9 I 
ぬ織 I100 I '6 I 40 I 45 I '6 
島根締産 !棚 I ~∞ I .~ I 18I 19I 19
i 冷蔵I1QQ I 47 I 12 I 69 I 69 
第5及6衰の病者を比慣すれば、 25・C及30
CCの恒温に於ては明かに果麹ぞ其の盛残した
種置の習を芽歩合は不良であるコ又 25・cょ4]30
・cに移した費温に於τは恒温に於りる!如〈其
の差は顕著ではないが、矢張り、果題費時除去は
脅芽歩合が少い、島が 20-300Cの控温匝でf't
県趨の有無は喪芽歩合に大した~容を及陪さな
い様である。卸ち費芽に遁する費温に於ては果
第7表恒温及費温に於ける果題除去さ無除去の費芽
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す。
同表によって置床の初期7日間
5~Cに冷蔵すれば、 3 試料さも費芽
そ促進するこさは曜賓である。
衣に置床前乾燥枇さ7J<，漫陸の爾
者t.e1!fi畠及高温に4日間橡措ゃな
して、戸外で荷箱に焼土t.e盛り;Jt
中に土壇費芽試験を施行しすこ置床
は5月24日にしτ、その結果は第
9表の如〈である。これは戸外に
於ては5月下旬より 6月箔の葺干支
の自然資温ぞ受ijるも・のであるが
第9表によるさ乾燥位その健ぞ 4
日聞 40・c或は5・Cに遁遇ぜしめ
るよりも、水浸粒の向島理ヂ襲芽
が早い、叉室温に於ける7.1<.望書島理
も費芽~早めるこさを認めた。よ
って水浸そのむのが嚢芽を促進す
るもの15思はれる。而しτ5・C4
等9褒乾燥及水質性に於ける低il及高温種膚さ聾芽 笠線開は、米に費等促進物質ぞ推定
しすこ。
乾恥|忍Md| : ; : i: | l片1;:l ;: [ : |f 
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此の試料-rある神樹はその採集年
月は明でないが、恒温に於ては養芽
遅延し、費i且に於てはf芳を促進す
るじょっτこの種貰も後熟を要し、
この試料は*1:!十分後熟を完了して
ゐないものさ考へられるD 林木種子
は費温にて費芽~促準せられる事は
多〈の研究例が示b、且つ貰際上に魅引iド4叫仰州飢断v例川6伊問川。句イCバl:; ; l :| ; l;:| 1?: | ; i: 
E 費温が膳閑せられτ居る阜である。
氷劇|ゐ£吋|同:拡i注:| :! 1;| :;| : | ;l ;
4叶叩ω一目仰W山ω仰附@句恨C
その費ilには鷲芽適温に置F択する以
前に低温或は時には高温にて橡捕そ
なすか、或は童夜温度の高低の差を
甚だし〈するか、或は置床後一定胸
間ぞ置いて相官高低のある温度に遁
はしむる等諸種の島理がある。又呆
種皮~除去しτ瓦新交換を白出t二す
る事が、費芽促進q.来す例も多い。
給山……|川川叩4什山目山850伊叩.
'暗唱F戸舛l~於げる士IlHま芽試験
日聞は禾t!短期間に過ぎるさ思はれた。
~I二71<.漫 5~C 及 40・c の海南後 ~50C の恒温
総に入れ穴場合¥;'、その温度さ島理日載さの聞
係~調査した結果は第to表の却し(6月上旬置
床)5・Cに於ては官僚措日取は2-4，日の島理より
第10表低温及高温海措さ襲芽
粒 1400C
も6日の.理が効果があるo40度は反針に6日
は不良である。
5.考察或種貰は成熟するも直に費芽す
る竜王な〈、一定の休眠期間、邸ち後熟を要する
ものがあるが、ニの後熟種賓の費芽には温度の
高低、 7.K分、酸素等が大なる能響-t-及悔す事は
常に論せ'られ、而して其の原因は貯蔵物資の量
化、呼吸、及諸種降素の活力等によって説明ぞ
試みられでゐる。叉近時種賓の鷲芽遅延には鷲
芽抑伽肋質の介在する続も現れτゐる。近峰、
笠原fめも後熱性小夢に費芽抑信1防質や認め、叉
之は後熟未了粒の庖が譲棄要求度が多いためさ
も云はれてゐる。
弦に林木種子の例~見んか、小山氏(8) (太正
8")はナヤキ、ホホ、タルシ等の種子に針し
て強め 1-2週間 5-10・Cに、其の後、日に12
時間宛1)-，，10・C，20-25・cの高低
の爾ig-i>用ふれば良いさ云ふ。
. ~、樹木種子の冷却唐積法(Stra..
tification)が費芽や促準せしめる研
究例は多い。その近時の研究さして
は Bald，!il，H， L. (H34) (19部〉
Tiロker，M. A. H (1935) Fl・mlon，
F. (1936)等の報告があるr叉新妻
「一 民間(1936)のトr'?・ツ等の貰験に
よれば、 0.5.10度等の低温恒温務内部で1ナ
月種子高F屠積した後、 20-25・C或は春季戸外
で圃損に機種しすこ晶、何れも低iB憩措を仔った
も0).は無魔理に比しτ鷲芽勢が量ったさ云ふa
Va目 Veh.R. (1939)は卒果、桃等が冷却屠積
法の期間中に (1)腕菌身'が後熟を途附っ、ある
か、 (2)内服筑よりlsる聾芽抑制物質を其の聞
に除き去るか(3)その期間中に腿が成熟して強
健さなって臼で休眠後に費芽抑制に訂も勝っか
等を想像してゐる。又種子の休眠位に叢若手には
陸中のアクキシy、ピ才チン等のホルモン'1;'開
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保するでPあらう。騒が癌乳に包まれる問は此の
ホルモンがlfi~ しτ成育せしめない理由は明か
でないが、恐ら〈恒筑中に抑制物質の存在する
事にJ:る去々 。(8)(近藤氏じよiる〉
著者等の神樹の貰臓では一日中に15ー 17・c
~~3ÙρctE云ふ横じ費温を典へるか、或は置
床初朋 50Cに1週間置いτ25-300Cに移すか
或は20・qミ一定期間置き、後'3(JOCに入れる等
0)島理をすれば著し〈費芽ぞ促準し?と。又250C
の恒温韓中一時的)36・eの上昇も費芽を促進し
すこ白衣lこ低温(50C)高温(:10・C)の旗措島理は
その明聞の長短及穂措後の置床温度によっτ効
果が左右せられるが.40・Cでは効果が殆んr認
められ守、叉5・cで2.4日間よeりは6日聞の嵐
週が効果があった。見、置床前に水浸島理する
司王は費芽聞知-a'若干早め、るどさは確であるが、
4o・cの如き高温では費芽歩合ぞ反って減歩る。
量近恵利車研究曾おりの賛行書fねによれば剖可
の霞温湯t二2.3輩夜の漫i員は費芽促進さなるさ
法ふが、著者等の貰臓はこの書費行以前に施行
したので、該事項については確めてゐないが、
掃tO表に於て、 5月下旬に於て室温〈約30~2
・C)にτ水浸4日の種子が鷲芽促準しむるを認
めたので、青li遁の加・Fは約 260Cなれば恐ら
〈この程変の債温湯なれば葺芽促準の効果えあ
るさ考へられる 0'
究に果趨~有する位は果遡を除去した粒より
‘聾芽~蓮延する b而して恒i目置床の揚合に遅
延が著(，.(、費i昌置床にてはその差は極めて少
い。著者等思ふに神樹の種賓が果趨を有すれば
水分の吸牧が還し又その瓦斯交換も一部阻止
せられるためではないかさ考へる白書割鼠の鷲芽、
促準の原因tこついては蕗iこは続明し得ない。
以上試験結果から‘賓際上tこは果盟を除去し ‘
τ、春季壷夜の温!l'の高低差のある時期に繍
種すればよlいが、向費芽促準~必要さする損合
には1週間以上の50C低温像情種子又は20-
26・Cの水浸種子ぞ蒔けば鷲芽を促進せしめ得
ゃう由
6.摘要
0.)恵利忠の伺料である林樹の費芽試強'I:'唱
和18年に倉紡農林課より依韻せられたので、同
12月より翌年6月迄鷲芽試識を施行した。
(2)紳樹稜賓の貰験的費芽適温は 25-30・c
にあるらしい。 そして光線は鷲芽に影響ない様〆
である口受温さしては1日壷夜高低の差の多い
時に費芽が促準せられ、又1定期間釦・Cに
置き後に 300Cに移すか、或は置床初期Z週間 ，
50Cに置き後に 300Cに移す如き島理は著し〈
費芽そ促準する。
(3) 6日聞の，r;OC低温の水浸障措は費芽を多
少促準するが、、高i品40・Cの水浸障措は却って
有害であった。併し乍ら 20・c前後の恒温にて
置床中ー時的に 36CCに上昇し大時は費芽ぞ促
準する。叉置床前の水漫そのものは若干置を芽ぞ
促準する。
(4) 有果麹種賓の置床は鷲芽~遅延する。但
し費~ぞ促準する費温置床に於二ては果遡め有無
は殆んど影響しない様である。
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